
被害の最小化を目指した方針を設定

• 広川町は、安政南海地震（1854年）による津波が町を襲った際、濱口梧陵が稲むらに火をつけ、村人を高台へ導いて、多くの命を
救った逸話「稲むらの火」の舞台となった地域である。新たな拠点施設として平成19年に「稲むらの火の館濱口梧陵記念館・津波
防災教育センター」が完成し、多くの観光客を集客している。

• 地域計画で想定したリスクシナリオ（大規模津波等による多数の死者の発生）を回避するための方策として、「浸水区域内に不特
定多数が集まる施設の新設などを制限」することを明記した。

浸水区域外への施設整備を促進

• 町の「なごみ交流センター」において図書室の機能拡張を検討していたが、地域計画において「浸水区域内に不特定多数が集まる
施設の新設などを制限」していたことを踏まえ、浸水区域外に整備を計画していた「観光・地域交流センター」に図書コーナーを
付随させることとした。これにより、図書コーナーを浸水区域外に整備することはもとより、新たに整備する「観光・地域交流セ
ンター」の魅力向上にも繋がった。

〔参考〕策定団体の例（大規模津波発生を想定したリスクシナリオに基づく対応方策の設定）【和歌山県広川町】


